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平成２９年１０月１１日 

各  位 
上場会社名 株  式  会  社  ヤ マ ナ カ 

代表者 代表取締役社長 中 野 義 久 

（コード番号 ８１９０   名証 第２部） 

問合せ先責任者 財 務 部 長   清 水 泰 晴 

（電話番号 ０５２－９３７－９３１０） 

 

 業績予想の修正、特別利益の計上に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成２９年４月２４日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたので 

お知らせいたします。 

 

記 

 

＜業績予想の修正について＞ 

 

１．連結業績予想数値の修正 

（１）平成３０年３月期 第２四半期(累計)（平成２９年３月２１日～平成２９年９月２０日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円  

49,500 
百万円 
380 

百万円 
400 

百万円 
220 

円 銭 
11.50 

今回修正予想（Ｂ） 49,525 △ 36 △ 10 38 1.99 

増減額（Ｂ－Ａ） 25 △ 416 △ 410 △ 182  

増減率（％） 0.1 － － △ 82.7  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成２９年３月期第２四半期） 
49,746 299 326 160 8.35 

 

 

（２）平成３０年３月期 通期（平成２９年３月２１日～平成３０年３月２０日）                                             

 営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円  

98,800 
百万円 
790 

百万円 
820 

百万円 
500 

円 銭 
26.13 

今回修正予想（Ｂ） 100,800 300 350 190 9.93 

増減額（Ｂ－Ａ） 2,000 △ 490 △ 470 △ 310  

増減率（％） 2.0 △ 62.0 △ 57.3 △ 62.0  

（ご参考）前期実績 

（平成２９年３月期） 
99,871 626 720 481  25.08 
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２．個別業績予想数値の修正 

（１）平成３０年３月期 第２四半期(累計)（平成２９年３月２１日～平成２９年９月２０日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円  

49,000 
百万円 
320 

百万円 
330 

百万円 
190 

円 銭 
9.93 

今回修正予想（Ｂ） 49,069 △ 98 △ 69 17 0.89 

増減額（Ｂ－Ａ） 69 △ 418 △ 399 △ 173  

増減率（％） 0.1 － － △ 91.1  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成２９年３月期第２四半期） 
49,288 208 233 93 4.88 

 

 

（２）平成３０年３月期 通期（平成２９年３月２１日～平成３０年３月２０日）                                             

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円  

97,900 
百万円 
640 

百万円 
660 

百万円 
370 

円 銭 
19.33 

今回修正予想（Ｂ） 99,800 120 180 60 3.13 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,900 △ 520 △ 480 △ 310  

増減率（％） 1.9 △ 81.3 △ 72.7 △ 83.8  

（ご参考）前期実績 

（平成２９年３月期） 
98,984 461 538 346  18.03 

 

 

３．修正の理由 

   当第２四半期におきましては、アルテ東海の建て替え改装による休業、及び玉垣店の閉店などにより売上

高前年同期比は99.5％にとどまりましたが、客数増加への取り組みの成果から売上高に営業収入を加えた営

業収益は連結・個別ともに当初予想を上回る見込みとなりました。 

しかし、利益面では、創業９５周年記念イベントとしてポイント５倍デーの開催日増加や創業記念価格商

品の販売などお客様への還元を強化してきたことから、粗利益率が低下し売上総利益が減少したことにより、

営業利益、経常利益、四半期純利益は連結・個別ともに当初予想を下回る見込みとなりました。 

   通期の業績予想につきましては、販促企画の強化など更なる客数の増加に取り組み売上高は当初予想を上

回る見込みです。しかし、利益面は収益力の向上への取り組みや商品ロス削減など粗利益率の改善に取り組

んでまいりますが、創業９５周年記念イベントとしてのお客様への還元の強化を継続実施していくことから、

当第2四半期の業績見込み等を勘案し、営業利益、経常利益、当期純利益の当初予想を連結・個別ともに下

方修正いたします。 

   なお、当第２四半期におきましては、特別利益として有価証券売却益205百万円を計上しております。 

 

 
 

（注）上記の予想数値は、当社が現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後

様々な要因によって異なる結果となる場合があります。 

 

 

以 上 


